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	1、 バスタオルについて

市澤様…依頼中。　安永様…家族が来たら依頼する。

２、大坂様のおやつ

　　普通のおやつだと口の中にため込んでしまう為、ヨーグルトやプリン等で対応する。

３、必ずメモ帳を持ち歩くこと

４、大島様の手作りのストーマー

　　本人が拒否している時にはつけなくてもよいが、機嫌の良い時にはつけて頂く。

５、日誌の打ち込みについて

　　日勤帯…夕方、パジャマを着せ終わって時間があったら、マンツーマンではない３番職員が打つ。

　　　　　　出来ない時は、夜勤者に申し送り、打ってもらう。

　　夜勤帯…朝、１番の人が来てから夜勤者が打つ。

　　　　　　出来ない時は、日勤者が11時過ぎにマンツーマンではない人が打ち込み回覧する。
　　コメントが来る時があるので、まめにチェックする。

６、インフルエンザについて

　　自分の家族等がインフルエンザにかかってしまった人はＮs（玉田さん、白川さん）や課長に報告する。

７、チェスト整理

　　毎日、業務分担表につけて実施する。

８、夜勤帯の時

　　もちろんフロア内でお菓子を食べるのは禁止。飲物は自分が飲める分だけ持ってくる。

　　鞄はフロア内にはなるべく持っていかない。持っていきたい時は、自分の休憩（2時、4時）の最後にロッカーにしまうこと。

９、お風呂

　　入所者が寒いと訴えてきたら、お湯を足してあげること。

　　入浴剤は、不透明だと湯船の底が見えないので、透明な物だけ使用する。不透明な物があったら、大川さんに報告する。

10、大島様のホールの席

　　椅子やテーブルに便をつけてしまうので、椅子と席をきめる。





大島様

11、デイの方が３階のベッドを使用する時

　　３階入所者の家族からクレームがきたため、ひまわり３の安永様のベッドを使用して頂く。

12、久保田様の靴について

　　朝靴を履いていない事がよくあるので、夜間はSSで保管する。

13、岡崎先生のリハビリ

　　若松様…骨がくっついていても脱臼しやすい。足がない定位しないように必ずクッションをはさめる。

　　　　　　無理に立たせたりせずに、今の状態をキープしていく。

　　　　　　紫波様のリハビリを行ってみる。

	· 紫波様のリハビリ

骨盤－力をいれずに足を左右にいける所まで動かす。この時、必ず背中を下につける。（5回）

膝－力をいれずに足を開閉する。（10回）

足首－かかとを持って足首を動かす。（5回）

　　清野様…自分でできる事をどんどんやって頂く。（開脚、バンザイ）ご飯を1人で食べていただく。

　　小野寺様…岡崎先生と0Tさんに頼んでいる。

　　　　　　　14：00～15：00までデイでレクを楽しんでいただく。３階にいる時は、洗濯物や折り紙をしていただく。

· 職員が多くいる時は、レッツウォーキングやリハビリを行う。

14、清野様、紫波様

　　ベット上ではなく、なるべく起きていただき、レクに参加して頂く。








